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ド (暗黙の認知) があります。 
 
誰も私たちに落ちて当たる岩が私たちに当たる場合、動機について問い合わせることを考えることはありませんが
、それが人の手から来る場合、私たちは常に行います。非常に幼い子供でさえ、その直感的な心理学、代理店、ア
ニミズムや他のエンジンのために、これを知っています。これらのエンジン(遺伝子、反射的挙動)は、その組織形態
では、数億年前のものでなければなりません。炭化物時代のトンボは、アニメーションと無生物の物体を区別し、
獲物の軌道を計算しました。 
 
宗教はもともと永遠の恐怖の雰囲気の中で働いていました。推論エンジンは、仲間や食料や避難所を見つけ、死を
避けるために進化したので、無力なサプリカントとしての神々へのアプローチと、(私たちが人にするように)安らぎ
の儀式や提供物の使用。私たちの危険回避は、銃、麻薬、高速輸送(車、スキー)のために現代の世界では非常に不完
全です。世界中のどこでも、少なくとも年間100万台が走り詰め込まれているにもかかわらず、スピード違反の車両
から一歩離れた街を歩いたり自転車に乗ったりしている人を見ることができます。 
 
彼は、ミーム(遺伝子の有名な文化的類似体)は、アイデアが一人一人によって変わる一方で、遺伝子は同じままであ
るため、文化的伝達のための非常に良い概念ではないと言います。しかし、メディア、すなわち、フィルム、テレ
ビ、印刷物、電子メールはどうでしょうか? 彼らは遺伝子よりも正確に複製することができます。これらは今、誰か
が言うことだけでなく、ミームの妥当性を送信し、チェックするための主要な手段です。いずれにせよ、遺伝子も
完璧ではありません。遺伝子型に対応する表現型があるのと同様に、ミームに対応するフェーンがある。 
 
なぜ我々は善と不運のために超自然的なエージェントを呼び出すのですか?彼らは私たちの社会交流システムを活性
化し、我々はそれらを戦略的な情報を持っていると考えるので、彼らは何が起こるかを制御することができます。 
 
これを受け入れる人は誰でも自動的に社会的なやり取りやその他のテンプレートを拒否し、常にカンニングをする
と感じるので、おそらく行動のための遺伝的説明に対して非常に大きな反対がある可能性があります。あるいは、
直感的な心理学がもはや機能しなくなるのではないかと恐れているのかもしれません。そして、それは現象学的錯
覚(私たちの行動は意識的な決定によるものであるという幻想的な感覚-私の他の著作を見る)に彼らの注意を呼びか
けます。 
 
社会の儀式は、心理学者が予防規則と呼んでいるものの例であり、これらは一般的に汚染、浄化の儀式(伝染システ
ムの活性化)、接触回避、特別なタイプの接触、境界と閾値への特別な注意、ルール違反、特定の数の明るい色の使
用、対称的な配列と正確なパターン、特別な音や音楽、特別な音や音楽、特別なダンスやその他の動きなどに関す
る懸念を含みます。これらのすべては、テンプレートの特定のグループをトリガし、満足のいく感情を作成し、一
般的に宗教的な概念に結合され、政治、スポーツ、狩猟と農業、結婚、子育て、音楽、芸術、民俗学、文学など。 
 
機関検出システム(例えば、捕食者および獲物検出)は、過剰検出のために偏っている、すなわち、ライオンや活性化
する人を見る必要はないが、フットプリントまたは適切な種類の音のみを見る必要がある。非常に少ない情報に基
づいて、これらのシステムは、エージェントの性質と意図についての感情d期待を生成します。超自然的な機関の場
合、私たちの直感的な心理学テンプレートも活性化され、一般的に人のようなエンティティと直感に反する機能を
生成しますが、その正確な特性は一般的にあいまいなままです。 
 
直観に反するタグ(例えば、死者から立ち上がる)をエージェント(例えば、イエス)または他のトポロジカルカテゴリ
に取り付けることで、覚えやすく、宗教の良い候補になります。 
 
これらのモジュールはすべて継承されていますが、もちろん赤ちゃんは完全に開発されておらず、時間と「通常の
」環境でのみ出現します。 
 
私はケン・ウィルバーのセックス、生態学、スピリチュアリティを読む直前にこれを読んで、ウィルバーが議論し
ている作品のほとんどが時代遅れで空っぽであるかをほぼすべてのページで見ることができました。ウィルバーの
本の大部分と、彼が宗教、心理学、哲学について分析する何百もの大部分は、今では古風です。しかし、ウィルバ
ーはスピリチュアリティに大きな関心を持つ本をたくさん書いており、ボイヤーが彼を参照していないのは悲しい
ことですが、彼は彼のインデックスで薬物、ヴィトゲンシュタイン、瞑想、ヨガ、サトリまたは悟りを参照してい
ません! 
 
ノーベル平和賞は、他のアウトグループ、さらには他の国や全世界に連合を拡張することを奨励するのが最善の人
々に与えられると言うかもしれません。あるいは、往復する人だけが1つのグループに拘束され、資源 へのアクセ
スを与えられることを要求する「詐欺師検出器」またはソーシャルエクスチェンジテンプレートをオフにする努力
のための賞を得ると言うかもしれません1つのグループに含まれ、アクセス権が付与されています 資源 (世界の貧し
い人々のほとんどは明らかにできません)。 
 
彼は、人生のすべてのように宗教の役割を果たす自己欺瞞的な推論の一部の簡単な要約を与える - コンセンサス、偽
のコンセンサス、世代効果、記憶錯覚、ソース監視の欠陥、確認バイアスと認知不協和。他のテンプレートと同様
に、これらは10万年前に非常に良い結果を出しましたが、高速レーンでの生活で、彼らは今、個人と世界のために
致命的な証明することができます。連合的直感と本質概念は、人間の行動の重要な部分として表現されています。
人間は自動的にグループを形成し、グループが全く見知らぬ人で構成されている場合でも、グループに入っていな
い人に敵意を示し、グループ内の人々(連合の直感)に完全に不当な友情を示します。 これは、コスト/利益や信頼性
の計算などの運用エンジンに関連しています。エッセンスは、連合やその他の社会的カテゴリー(階層や支配など)に
対する私たちの感情(直感)を記述するために使用する概念です。これらのメカニズムは小さなグループで進化しまし
たが、今日では、私たちが密接に関連していない人々と一般的に動作しているので、しばしば誤った結果を与えま
す。ステレオタイプ化、人種差別、その伴奏(すなわち、任意の(または任意ではない)セットの区別)は、ステレオタ
イプ化がn S2心理的機能であり、排除、優位性、反感を持つ連合が結果であるのではなく、おそらく私たちの脳に組
み込まれた連立直感の操作の結果n S2 です。これらのエンジンは、社会を形成し、導く「社会的魔法」を説明するか
もしれません。 
 
彼は、現代社会における連立思考の共通の違反に対する自然な反応として原理主義を説明するかもしれないと示唆
している。同じコミュニティ内の他の人に対して直接反対して行動する自由は、多様性と変化に対処するための教
育や経験のない人々に強く、しばしば暴力的な感情を生み出します。彼らはしばしば、自分の気持ちを和らげるた
めに、公共の壮大な罰を望んでいます。原理主義は、連合に基づく階層を維持しようとする試みとして、それらが
簡単な脱北や不注意によって脅かされているとき、最もよく説明されるかもしれない。これらはすべての人々に常
に機能していますが、主に特別な脅威(すなわち現代生活)を生み出す状況がある場合に表面に来ます。もちろん
course、いつものように、私たちはすべての行動の究極の源と報いが遺伝子にあることを覚えておいてください。 
 
彼はそれについてほとんど言わないが、そこに固執する腫瘍学的なS1カテゴリとそれらに固執する直感的なタグの
概念はまた、魔法、超常現象、民俗学、神話、民間医学、占星術、神学、奇跡の労働者、悪魔と天使の所有、芸術
、そして以前は科学の多くを説明するために遠くに行きます。儀式は思考のスネアとして機能します。私たちの伝
染テンプレートは、行動の強力な活性化剤であり、宗教に多くの浄化の儀式を含むのは当然です。彼らはまた、強
迫性障害で極端な形で見ることができる私たちの計画システムを利用しています。色、空間、境界、動き、接触に
夢中です。顕著なガジェットが組み込まれています。私たちは他の人を模倣する強力な必要性を持っています。 
 
儀式は、私たちの検出されていない危険システムを活性化します。目に見えないエージェントへの犠牲の提供は、
私たちの社会交換システムを利用しています。私たちの連合的な直感は、集団儀式と結婚によって満たされていま
す。一般人の「ナイーブ社会学」は、多くの哲学、社会学、神学、人類学、心理学、経済学、政治にまで及び、私
たち自身の行動を理解しようとする試みの結果ですが、これは私たちのテンプレートの自動かつ無意識の楽しみの
結びついた結果です。したがって、文化の多くは魔法のように見えます - したがって、「社会的魔法」という用語。
必然的に、ナイーブな社会学は弱いので、儀式や信念システムは協力の利点と不正行為や脱北のコストを強調して
います。儀式やガジェットは記憶を刺激し、伝染システムを満足させる。参加シグナルの協力と神々と霊は任意で
す。だから、テンプレートは、逆ではなく、教義につながる宗教につながります。 
 
科学と宗教(p320)について話し合う際、彼は真剣に迷っていると思います。彼は、宗教を世界の本当の対象として
話すのは間違っていると言いますが、もちろん、外部および内部(精神的)現象は他の現象と同様に研究することが
でき、宗教は認知心理学の一種であることをこの本で示しています。彼は科学がないと言い、私たちは彼がそれが
複雑であることを意味することを知っていますが、宗教、法律、スポーツ、オートレースなどは全くありません。
彼は、宗教が世界をより美しくしたり意味のあるものにしたり、究極の質問に取り組んだりする「ポップ神学」に
反対していますが、すべての宗教は究極の質問に取り組み、世界を有意義で醜くしようとします。さらに、私が「
高度な宗教」と呼ぶもの、すなわち、イエス、ブッダ、オショなどの心の中で始まる方法は、彼がこの本で議論し
ている原始的な宗教とは全く異なる世界を取り入れている(例えば、Oshoworld.comまたはp2pなどで200冊の本
とDVDを参照してください)。、またはウィルバー、アディダなどを参照してください。繰り返しますが、p 327で
は、彼は脳に宗教的な中心がないと考えており、これはおそらく原始的な宗教に当てはまりますが、サトリと悟り
の経験とエンテオゲンスの中心(接続のネットワーク)がある可能性が高いようです。彼はまた、(p321)科学は宗教
よりも自然で難しくないと考えていますが、膨大な数の科学者と、ほぼすべての人が小学校で科学を吸収すること
ができ、おそらく人類の歴史の中で1000人未満の啓発された人物がいるという事実を考慮すると、the 状況が高度
な精神性の全く逆であることは明らかです。植物学者や化学者になるのは、エゴを溶かすよりも非常に難しくない!
自然選択は明らかに高い意識遺伝子を排除するだろうが、科学の合理的な微積分は、資源 
 を集め、子供を産み出すのとかなり一致している。もちろんコース 
、問題は、彼が再び原始的な宗教に固執していることです。 
 
彼は、宗教活動が「私たちの最も強烈な感情を支配し、他の人々との相互作用を形作り、私たちに道徳的な感情を
与え、社会集団を組織する」推論システムを活性化すると言って(p 135)と要約しています`。もちろん、これらは、
サトーリや悟りとは何の関係もありません!彼は、宗教的な考えは私たちの直感的なオントロジーに寄生していると
指摘しています(すなわち、彼らは関連しています)。彼らは進化がすでに作り出した精神的能力のために正常に伝わ
る。他の行動と同様に、宗教は、すべての推論エンジンの動作の合計という、集合的な関連性の結果です。したが
って、宗教的な概念や行動は、それらが必要または有用であるからではなく、簡単に私たちのテンプレートを活性
化するので、覚えて送信しやすいので、,彼らは時間をかけて生き残ります。彼は「すべての宗教の完全な歴史(これ
まで)」の最終的な要約(p326)を次のように与えます(もちろん、それは「高度な宗教(精神性、神秘主義)」を省きま
す)。人々が議論したものの何百万もの中には、私たちの直感に違反するものがあり、これは彼らが覚えて送信しや
すくなりました。エージェントに関するものは、捕食者や直感的な心理学など、可能な推論の豊富な領域を活性化
するので、特に顕著でした。直観に反する特性を持つエージェント、特に人間の行動や世界を理解し、影響を与え
る能力が強く伝染した。彼らは死や死者の継続的な存在に対する感情など、他の奇妙でやや直感的な出来事と結び
つきました。どういうわけか儀式が発生し、強力な超自然的なエージェントに関連付けられます。一部の人々は、
そのような儀式を行い、霊との相互作用を導くのにもっと熟練するでしょう。必然的に、彼らはより抽象的なバー
ジョンを作成し、権力と富を獲得し始めます。しかし、人々は宗教について独自の推論を持ち続けるでしょう。 
 
彼は、宗教はおそらく最近の(ホミニド進化の)デカップリング能力の出現に大きく負っており、エンテオゲン性薬物
の経験、サトリ、啓蒙をデカップリングの究極と見なすかもしれないと私に起こると指摘しています。進化論のも
う一つの重要な転換は、存在領域のレベル(すなわち、植物、人、物事の動きなど)のレベルで直感的な期待の違反を
受け入れる能力であると考えられています。彼はこれらの能力が宗教の発明につながると考えていますが(もちろん
他の多くの)、仏陀、イエス、オショがかなり進んだことは明らかです。彼は、宗教的思考が心をより柔軟でオープ
ンにしたという考えを拒絶する(むしろ、彼らは代理店、準備、道徳、s腹交換、死などの推論を活性化する特定の概
念の影響を受けやすくなった)が、何かが私たちをentheogens、satori、啓蒙の影響を受けやすくし、これは人々が正
気のままでいられるように柔軟でオープンです。だから、スピリチュアリティと宗教について多くのことが発見さ
れたままであり、行動を理解する進歩がこれを引き起こすことを明らかにしています。 
 
 
